
なまえ

子どもの育ちと安全がわかる！

子育て安心カード

社会福祉法人　日本保育協会



1 6

子育て安心カード  ５つの  みる″ ～活用のヒント～子どもの育ちと安全がわかる！
「子育て安心カード」 とは？

″

このカードは、お子さんの発達とその時期に負いやすいケガや、それを防ぐ安全
な環境づくりについて書かれています。５つの “みる ” 活用術で、お子さんの日々
の安全のためにお役立てください。

① 貼ってみる。
保育者からカードを受け取ったら、冷蔵庫や壁など目
につくところへ貼り、いつでも見られるようにしま
しょう。まわりのおとなが、ケガや事故の起きやすい
状況を日常的に意識するだけで、お子さんの日々の生
活の安全性が高まります。

② アレンジしてみる。
カードにお子さんの写真やシールを貼ってアレンジし
てみてはいかがでしょう。自分でアレンジしたカード
には、愛着がわくにちがいありません。

③ 話しあってみる。
カードの内容を手がかりに、まわりの人たちと一緒に
お子さんの様子やお子さんをとりまく環境について話
しあってみてください。きっとお子さんの育ちをわか
ちあうチャンスになります。

④ 相談してみる。
子育てのことで気になることがあったら、ぜひ保育者
に相談してみてください。声に出してみることで気持
ちが楽になりますし、いっそう温かいまなざしでお子
さんの成長を見守ることができるようになるでしょう。

⑤ 保存してみる。
受け取ったカードは捨てずに保管しておきましょう。
お子さんの発達の貴重な記録となるでしょう。

　「子どもの育ちと安全がわかる！子育て安心カード」は、傷害を予防し、子
どもたちの命を守るためのカードです。「寝返りをする時期」「はいはいする
時期」など、子どもの成長発達の様子とあわせ、その成長の節目ごとに子ど
もの事故を防ぐため、保護者のみなさんに家庭で気をつけていただきたい代
表的なポイントが盛り込まれています。保育所からお一人ずつ、お子さんの
成長のステージが一つ、また一つと進むたびにお渡しします。
　ただ、子どもの成長は、一直線の右肩あがりばかりではありません。子ど
もは、昨日できたことが、今日できなかったり、またできたりと、日々、試
行錯誤を繰り返しながら成長し、じっくりと自分の世界を切り拓いていきま
す。この「子どもの育ちと安全がわかる！ 子育て安心カード」は、お子さん
の成長の到達目標ではなく、お子さんの成長を見守る時の一つの目安として
ご活用ください。
　そして、保育所で毎日、子どもたちと生活の場を共にしている保育者は、“ 保
育の専門家 ” です。乳幼児期の子どもの育ちを見守り、子育てのパートナー
として保護者のみなさんと共にお子さんの成長を喜びあいたいと願っていま
す。お子さんの育ちについて、不安なこと、わからないことなどがありまし
たら、いつでも気軽にご相談ください。
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子どもの命と未来を守る！ １０か条相談窓口・緊急連絡先

 1 自動車に乗せる時は、必ずチャイルドシートを使いましょう
 ＜交通事故死を防ぐ＞
 2 自動車や家の中に子どもだけを置き去りにしないようにしましょう
 ＜熱中症や凍死、一酸化炭素中毒、火事などを防ぐ＞
 3 子どもが近づくことがある場所には、水を溜めないように
 深さ数センチの水もおぼれる原因となります
 ＜おぼれの予防＞
 4 洗剤や薬などは、チャイルドロックを取り付けた棚にしまいましょう
 ＜中毒を防ぐ＞
 5 子どもの口に入るサイズ（直径 4 センチ以下）のものは、
 子どもの手の届かない場所に置くようにしましょう　
 ＜誤飲・誤嚥（ごえん）を防ぐ＞
 6 湯気の出る家電、アイロン、熱い飲み物などは、子どもの手が
 届かない場所に置くようにしましょう　
 ＜やけどを防ぐ＞
 7 階段の踊り場などには鍵のかかる柵を取り付けましょう　
 ＜転落を防ぐ＞
 8 窓際やベランダには、イス、棚、プランターなどを置かないようにしましょう
 ＜転落を防ぐ＞
 9 自転車に乗せる時は、ヘルメットをかぶらせましょう
 ＜頭部を守る＞
10 お母さんだけでなく、お父さん、 
 おじいちゃんやおばあちゃん、
 きょうだいも、みんなで家庭内    
 の安全について学びましょう　  
 ＜家族の協力＞

事故が起きたら119番！
まずは、自分が落ち着くように心がけてください。
１．電話がつながったら、「救急車をお願いします」と告げます。
２．あわてないで、以下の内容を伝えます。聞かれたことには、はっきりと答えてください。
　　①氏名　②住所　③電話番号　④患者の名前と年齢
　　⑤いつ、どこで、どうしたか、などの状況の説明　⑥現在の容態　
３．応急処置する必要があるかどうかをたずね、指示されたら従うようにしてください。

「救急車を呼んだほうがいいかな？」
「今すぐ病院に行ったほうがいいかな？」と迷ったら！

救急相談センター　＃７１１９（３６５日：２４時間）
※携帯電話・ＰＨＳ・プッシュ回線の固定電話
※自治体によって、設置の有無が異なります。
お住まいの地域に設置があるかどうか、前もって確認をしておきましょう。

たばこや家庭用品を飲み込んでしまったら！
（財）日本中毒情報センター（中毒１１０番）
● 大阪中毒１１０番　1 ０７２－７２７－２４９９（３６５日：２４時間）
● つくば中毒１１０番　1 ０２９－８５２－９９９９（３６５日：９～２１時）
● たばこ専用電話　1 ０７２－７２６－９９２２（３６５日：２４時間）

かかりつけの医療機関連絡先

病院名 電話番号

病院名 電話番号

病院名 電話番号
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「発達のめやす」と「起こりやすい事故」早見シート
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0か月 10か月5か月3か月 1歳7か月 11か月6か月 ２歳4か月 1歳6か月8か月 ３歳9か月 5歳

首すわり

寝返り ひとり歩き

階段をのぼる

ひとりすわり

その場でジャンプする

高いところから飛び降りる

チャイルドシート
未着用によるケガや死亡

枕、やわらかい
布団による窒息

おとながうっかり
熱い飲み物をかけてしまう

おとなが抱いていた
赤ちゃんを
落としてしまう

おとなが手を
滑らせて赤ちゃんを
お湯の中に
落としてしまう

プールや海、
川でおぼれる 

ベッドやソファ
から寝返りをして
落ちる　

家の中で転んだり、
テーブルの角に
頭をぶつける

すべり台や
ブランコから
落ちる、
接触してケガをする

窓やベランダ、
階段から落ちる ドアに手を

はさむ

花火でやけど
熱い飲み物に
手を
入れてしまう

テーブルの上の
熱い飲み物を
ひっくり返して
かぶってしまう

ポット、アイロン、
炊飯器、ストーブ、
ヒーターなどに
触ってやけどする

熱いお風呂に
入れてしまう

マッチ、ライターで
やけど

よだれかけの
ヒモなどが
首にからまる

化粧品や薬を
口に入れる

ナッツや豆類を
鼻の穴や気管に
つまらせる

ビニール袋を
頭にかぶって
窒息する

おとなとの自転車
２人乗りによる事故

自分で自転車に
乗っていて
転倒するなどの事故

車内での熱中症に
よる死亡

散歩中の事故 三輪車に
よる事故

はいはい

つかまり 立ち

特に布団には注意が必要な時期です

布団の周囲に移動することもできるように 自由に移動し始めます

平面だけの移動に高さが加わります

周囲のものに手が届くようになります

転んだりすることも多くなります

どんどん動きが活発になっていきます

好奇心いっぱいで思わぬ場所に移動している ことも

チャイルドシートの
着用は義務！！

熱源に触れないように
対策を！！

ヘルメットの
着用を！

常にそばに
いて！

手の届かない
ところに

転倒防止を！　

この時期の
死因N0.1

高いところのものにも 手が届くように

たばこは
誤飲N0.1

ひとりに
しないで！！

ひとりでは
立ち上がれない

たばこ、ボタンなど、
手にするものは
何でも口に
入れてしまう

風呂場、残し湯、
ビニールプールなどで
おぼれる
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